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コ ン トゥ ル の 『大中観他空説手引』につ い て

槇　殿 　伴 　子

1 ． は じめ に

　本稿 は ， チ ベ ッ ト仏教 カ ギ ュ 派の コ ン トゥ ル ・ヨ ン テ ン ギ ャ ン ツ ォ （Kong　sprul

Y ・n　tan　rgya 　mtsho
， 1813− 1899）著 の 『汚れ な き光 を有 す る 金剛 月 とい う名の 大 中観

他空 説手引』 （gzhan　st・ng 　dbu　ma 　chen 　PO　
’
i　lta　khrid　nt・ hje 　zia 　ba　dri　ma 　medpa 　

’i ’
・d　zer 　zhes

bya　ba
， 以 下 ， 『手引 き』 と略す） を取 り上 げ

D
， そ の 読解 を通 して

， 彼 の 大 中観他

空説を理解する こ とを意 図する． コ ン トゥ ル は こ の 著 を理論 と実践 の 二 つ の 側面

か ら記 して い る． 本稿で は ，
コ ン トゥ ル の 『手引き』 の 科文 （sa ・bcad）に 従い

，

その 内容 を紹介す る．

2 ． 中観他空 の 起源

　 コ ン ト ゥ ル は ， 中観他 空 の 起 源 を （1．1）「
一

般 的 」（spyir ）と，（1．2）「特 別 」（khyad

par）の 二 つ に 分 ける ． （1．1）一
般論 と して ， 三 法輪 と了義 ・未了義の 区別 を説 き，

第
一

法輪 を未了義 ， 第二 法輪 を了義 ・未了義の ど ち らで もよ く， 最終法輪 を了 義

と し， こ の 区 分 は 『解深密経』 に従 っ て い る と説 く
2）
． 第二 法輪 が 「無 を無 と し

て 世俗諦の 現 象界 を示 した」 （fb1．1b5−6）の に対 し ， 最終法輪 は ， 「有を有 と して

勝 義の 空の 在 り方 を示 した 」（fbl．1b6）が
，

こ の 二 法輪 の 意図 する もの は 同 じで

あ る と ラ トナ
ー カ ラ シ ャ

ー ン テ ィ が 承 認 した と述 べ る （fols．　Ib6−2a1）． 次 に
， 中

観他空 の 経 典 と始祖達 が説 明 され る ． 他空の 基 盤 とな る 典籍は ， 最終法輪の 了義

と して の 如 来蔵 二 十経 典 （
’kh・r　l・ tha　ma 　nges 　d・n 　snying 　p ・

’i・md ・ sde 　nyi 　shu ）　
3）

， 「弥勒

の 五 法」， 龍樹 ・無 着 の 典 籍 で あ り， 「ス ・ガ ウ ェ ドル ジ ェ （gZu 　dGa
’
　ba

’
i　rd ・　rje），

ツ ェ ン ・カ ワ ォ チ ェ （bTsan・Kha ・bo・che ）か ら始 まっ て ， 今 日 （コ ン トゥ ル の 時代 ）に

至 る まで
，

チ ベ ッ トで
， 中観他 空の 様々 な説明の 伝統が現 れ た 」 （f・ 1．・2al−2） と述

べ る． 中観他 空の 三 大 祖 師 と して カ ギ ュ 派の ラ ン ジ ュ ン ・ドル ジ ェ （Rang　byung

rdo 加 ，
1284−1339），

ジ ョ ナ ン 派の ドル ポ パ ・シ ェ
ー

ラ プ ギ ェ ル ツ ェ ン （D ・l　po　pa
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コ ン トゥ ル の 『大 中観他空説 f引』 に つ い て （槇　殿） （71）

Shes　rab 　rgyal 　mtshan ，1292−1361），
ニ ンマ 派 の ロ ン チ ェ ン パ ・

デ ィ メ ウ
ー セ ル （Klong

chen 　pa　Dri　med 　
’
・d　zer ， 1308−1363） を挙 げ ，

カ ギ ュ 派 の カ ル マ パ 七 世 （1454− 1506），

サ キ ャ 派の シ ャ
ー キ ャ

・チ ョ ク デ ン （Zi　1ung　Parp　chen すなわ ち，詠 ya　mch ・g　ldan，1428−

1507）， ジ ョ ナ ン 派の タ ー
ラ ナ

ー タ （T巨ran5tha ，1575− 1634），
カ ギ ュ 派 の シ トゥ ・パ

ン チ ェ ン ・ チ ュ キ ジ ュ ン ネ （bsTan　pa
’
i　nyin 　byed す なわ ち，　 Si　tu　Papchen　Chos　kyi　byung

gnas，1700− 1774）の 典 籍を中観他 空 の 見解 を支持す る もの と す る． さ ら に ， 「（真

の ）存在 の 在 り方 を聞 ・思 ・修 の 結 合 した 方法 を通 して 誤 り無 く見 る凡 夫 と
， 高

貴 な者 た ちの 究竟 の 意 図 は こ れ （すなわ ち ， 中観他空）の み で ある」 （fbL　2a5） と述

べ る． 次 に ， 「特 別 な起 源」 （1．2） は
， 「甚深 な手 引 き」 （zab ・ m ・・

’i・lta・khrid）の 起源

で あ り， それ に も二 つ あ る ． す なわ ち， （1．2．1）「共通 な系譜」 （thun〃mong 　pa）は
，

マ イ トリー パ か らラ トナ ヴ ァ ジ ュ ラ とサ ッ ジ ャ ナ に続 く 『宝性 論』の 相伝 の 系譜

で あ り， （1．2．2）厂特 別 な系譜 」 （∫伽 脚 ηg 励 ρo ） は カ ギ ュ 派の マ ル パ （dMar 　pa，

1012− 1097） に遡 る
， 顕密双 運 の 特別 な大印 （Mahtrmudra ） の 系譜 で あ り，

こ の 二 者

の うちの 「共通 な系譜」 を 『手引 き』で説 くべ きもの と述べ る （f・ls．2a5−2bl）．

3 ． 「手引 き』 の 本論

　 コ ン トゥ ル は
， 『手引 き』の 本論 を （2．1）厂顕教 自身 の 髄」励如 1卿 脚 g 吻 〃g）と

，

（2．2）「そ れ （顕 教） が 甚 深 な密 教 の 体 系 と連携 す る 方 法 」 （de　sngags 　lugs　zab 　m ・

dang
’
brel・ba・

’
i・tshut）の 二 つ に 分 け ， （2．1）顕教 自身の 髄 は さ らに

， （2．1．1）「理解す

べ きこ と」 （g・ bar　bya　ba） と （2．1．2）「それ を実践 す る 方法」 （de　nyams 　su 　blang　ba　
’i

tshui）の 二 点か ら説 明 され る ． （2．1．1）「理解す べ きこ と」 の 中で
， 中観が 二 つ に

分 けて 説 明 され る ． まず ，

一
つ 目は

， 「無 自性派」 （ng ・ b・　nyid 　inedpar 　smra 　ba　rnams ）

の 中観 で ある． こ の 無 自性派 に と っ て ． 空 性 は 「兎の 角」や 「石女の 息子」の よ

うな全 く存在 しな い もの で あ る （f・ls．2b5−3a3）． こ こ で
，

コ ン トゥ ル は大 中観 自

空 派の 次 の 二 例 の 誤 りを指摘 す る ： （1）或 る者 は， 概 念 と分 析 （に よ っ て 到達 した）

下級 の 空（性）を法性 と （見な して ） 自惚れ て お り， 「我 々 の よ うな （見解） こ そ が

大 中観 で あ り， 他 の 者 全 部 は 間違 い で あ る 」 （と考 え ， ） 道 か ら外 れ る （fol．3a3−

4＞； （2）或 る者 は ， 自性 が心 （blo）は超 えつ つ も， （真 には）解放 され ず ， 生 成 と

消滅 （を繰 り返す様を）数 える こ とを大 印 と錯誤 して
， 確 固 と した体験 の 基盤 か ら

逸 れ る （fol．　3a4−5）．

　次 に ， 第二 の 中観は 「弥勒 の 法に依拠す る 瑜伽 師た ち」 伽 α’跏 ・厂 嬲 ・4ρα 伽 鷹

ch ・ s　ia　b・ten 　pa　dag）で あ り，
こ れが 大 中観他 空 派で あ る． しか し ， 瑜伽 行派 は 「不
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二 智」 （gnyis　medye 　shes ） を確立 して い な い と批判 され て い る （f・1．2b3−5）の で ， 大

中観他空派 とは 区別 されて い る． まず ， 準備段 階で は
， 第二 法輪 の 典 籍 を用 い て

戯 論 を 断つ （fb1．3a〔F7） が
，

で きない な ら ， 「「弥勒 の 五 法」 か 『宝性 論』 （Q，
　nos ．

5525， 5526； D
，
n ・s．4024，4025）の み に従事す る 必要 が あ る 」 （fel．3a7） と説 く． コ ン

トゥ ル は
， 「所 取能取の 無い 智慧」 （gzung

’
dzin　gnyis　stong 　gi　ye　shes ）を 「仏か ら衆生

まで 一 切 に 遍 く存在 す る如 来蔵 ， 法性 ， 自性清浄心 ， 客塵 に まみ れ ず始 源 よ り無

垢 なもの で あ り， 勝義 の 存在の 在 り方で あ る もの と如実に知 っ て ， そ の 中で 瞑想

等至す る こ とが 「弥勒 の 法」の 真 意で あ る」 （fol，・3b4−5） と述 べ る．

　次 に
， （2．1．2）「訓練 の 方法」は

， （2．1．2．1）「準備段 階 」（sng ・n 喜m ）， （2．1．2．2）「瞑

想 実践」 （dngos　gzhi）， （2⊥ 2．3）「瞑想後」 （rjes ）の 三 つ に分 け られ る． 準備段階 は ，

第一 法輪 に 合致 し ， 四 法印 （諸行無常 ，

一
切皆苦，諸 法無我，涅槃寂 静） の 偈頌 を唱

え る． 瞑想実践 は さ らに三分 され る． 最初 に ， 帰依 （晦 廟 宮励 と発菩提心 （sems

bskyedpa ）に よ っ て 「特別 の 大乗の 道」（theg　chen 　thun　m ・ng 　min 　pa　
’
i　lam）に入 る （2．1．

2．2．1）． 帰依の ため に は 『楞伽経』（10．750−752）を ， 発菩提心 （sems 　bsdyedpa）に は
，

『楞伽経』 （10．753） を唱 える （f・ls。4a5−bl）． 第二 の 段 階 は ， 第二 法輪 に合 致 して 行

わ れ
，

座 禅 を組 み ， 三解脱 門 （空，無相，無願）の 偈頌 を唱 える （fbls．3b7−4a5）（2⊥

2．2．2）． 第三 番 目に
， 第三 法輪 と金 剛乗 に合致 して行われ る （2．1．2．2．3）． 典 籍 に

通 じて い な い 場合 に は ドル ポ パ の 『了義の 海』 （R ’伽 Mg2 ∫ 4・〃 欟 ・ 薦 乃・ ）の 講伝

を受け， 「心 の 本性」（3θ〃75 傾 ηgO わ0 ）を 「最勝 の 相 を備 えた空性」 （rnam 　kun　mch ・g

ldan　gyi　st・ηg ρα ゆ め ， 「自性清浄心」（rang 　bzhin　gyi　
’
・d　gsal　ba）「如来蔵」 （de　bzhin　gshegs

pa　
’i　snyingp ・）

， 「空性」（∫醜 g即 旗 ゴ）， 「大 印」 （ρ御 g 碍 ・ 伽 η 脚 〉， 「我」 （a　hapa） と

同定す る （fbl．5a3−4）． さ らに ， タ
ー

ラ ナ
ー

タの 言葉 を唱 える （fbls．5a7−b3， 原典不

明）． コ ン チ ュ ル は 『楞伽経』 （10，256−257）を引用 し 「錯誤 した世俗諦 を唯心 と し

て 理 解す る こ とは 無相 （無外観） 中観 （snang 　med 　dbu　ma ） を通 して見 ， そ れ を も超

えて ， 有相 （有外観）中観 （snang 　bcas　dbu　ma ） を用 い て 誤 りな き真 実の 様態 に入 ら

な けれ ばな らない 」（fol．・5b3−5） と註釈する． さ らに ， 如来蔵が
一切 衆生 の 中に 存

在す る こ とが 強調 され （f・ ls．5b5−6al），
こ の 如 来蔵説の 教証 と して

， 『宝性論』（L28，

1．96−97， 1．155， 1．51cd， 2．3， 25， 2。38）， 『涅槃経』か ら四 波羅蜜の
一節

4）
， 『現観荘厳頌』

（5．21 ；Q ，
no ．5184； D

，
　no ．　3786， あ る い は 『宝性論』1．154）が 引用 され る．「清 め の 基 盤i」

（sbyang 　gzhi）は如 来蔵 ， 「清 め られ る べ き対象」 （sbyang 　bya＞は客 塵
， 「清 め の 果」

（sbyang
’
bras）が 法身で ある （fbL　6b5−7）．

　 次 に ， 瞑想 の 休憩時に行う活動が 説明され る （2．1．2．3）． こ の 時間に如来蔵二 十
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コ ン トゥ ル の 『大中観他空説手引』 に つ い て （槇 　殿 ） （73）

経， 『宝性 論』， ドル ポ パ の 『了義 の 海』な ど を読解 し， さらに， 「発達種姓」 （pan −

PUSgag・tra
，
　rgyas

’
gyur　gyi　rigs ）

5）
を発達 させ る ため に ， 功 徳を積む （f・1．8a2−4）．教証

と して 『宝性論』 （1．3，3．1，
4．1

，
　5．25）が 引用 され る． 次 に

，
こ の 大 中観他空 が 「密

教 と結 び つ い て 訓練 され る方法」（2．2）が ， （2．2．1） 「理 論」 と （2．2．2）「実践」 の

二 つ の 点 か ら説 か れ る． 理 論面で ， 如来蔵が 説か れ （f・1，9a1− 5）， 実践 面で
， 『ヴ ィ

マ ラ プ ラバ ー
』
6）

と 『時輪 タ ン トラ』
7）

を引用 し
， 「自分 自身の 中に存在 して い る

本 初 仏 が 現 前す る 」 （9b5） と述 べ る． 以 上 で 見 た よ う に ， 大 中観 他 空 の 実 現 の た

め の 実践 にお い て は ， 三 法輪 すべ て を用 い
， 第一 法 輪か ら段 階的 に 上昇 して い

く． 大 中観他空 の 実践 を通 して
，

一切 衆生 に 存在する 如 来蔵の 客塵 を浄め て ， 如

来蔵が 法 身 と して 自ずか ら顕現 す る こ とを 目指す．

4 ． 大中観他空 の 利益 と系譜

　 コ ン チ ュ ル は 大 中観他 空が 如来 蔵経 を信用 しな い こ とか ら生 じる 不利益 （地 獄

に落ち るな ど）を翻 す助 け と なる と説 き， 利益 に つ い て は 『宝性論』 に 説か れ て

い る と述 べ る （fols．9b6−10a2）． さ らに ， 『解深 密経』
8）

， 『央掘魔羅経』
9）
， 『大般涅

槃経』
10）

な どの 如 来蔵 経典 を引用 して それ ら の 経典 の 功徳 を説 き， ドル ポパ の 言

葉 を引用 す る （fbl．11a5−7， 原 典不 詳）． 最後 に ，
コ ン トゥ ル は 他空 の 系譜 を述 べ

る． ター ラ ナ ー タ 以前 の 他空 の 系 譜は タ ー
ラ ナ

ー タ の 『甚深 な中観他空 の 系譜の

嘆願』（Zab 〃〜o　gzhan　s’ong ゴわ麗 〃f【ゼ∫わ  アu ゴ
’
debs）

ll）
に従うもの と し， そ れ 以後 は， ギ ェ

ル ツ ァ プ ・
ナ ル タ ン ワ （rGyal 　tshab　sNar 　thang 　ba

， 不 詳），
ロ ジ ュ ナ ム ギ ェ ル （Blo　gros

mam 　rgya1
， 不詳）， ナ ク ワ ンチ ン レ （Ngag　dbang　phrin　las， 不詳）， ク ン サ ン ワ ン ポ （Kun

bzang　dbang　po ， 不詳），
ツ ェ ワ ン ノ ル ブ （Tshe　dbang　nor 　bu， 1698−1756）， テ ン ペ ー ニ

チ ェ （bsTan　pa
’
i　nyi 　byed

， す なわ ち ，
　 Si　tu　Parpchen　Chos　kyi　byung 　gnas， 1699！1700− 1774），

ドゥ ド ゥ ル ドル ジ ェ （bDud　dul　rdo 加， カル マ パ 13世 1733／1734− 1797／1798）， ジ ャ ム

ゴ ン ゾ ク ペ ー サ ン ギ ェ （Byams 　mgon 　r（iZogs　pa
’i　sangs 　rgyas ，不詳），

ペ マ ニ ン チ ェ ワ ン

ポ （Padma 　nyin 　byed　dbang 　p・， 1774− 1853） と続 い て い る． コ ン トゥ ル 自身は ，
ペ マ

ニ ン チ ェ ワ ン ポ か ら
， 「カ ル マ パ 13世の 教科書に準拠 して

， 祝福 と 『時輪 タ ン ト

ラ』 の 成熟解脱 を受 けて」， 大 中観他 空 の 教 えを伝 授 され て い るが ， 大 中 観 他 空

の 系譜 は他 に もある ， と述べ てい る （f・ls．11a7−b2）．

1） コ ン トゥ ル に は 「五蔵 」 （ml ）
’
zod 　lnga） と して 知 られ る五 大全 集が あ る． 『手引 き』

　は 「五 蔵」の うちの 『貴 き訓示の 蔵』（gD α〃置3 ηgog 廨 ρo 凶 θ 7 〃idzed ）と 『広大語蔵』（厂（加
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（74） コ ン トゥ ル の 『大中観他空説手引』に つ い て （槇 　殿 ）

　chen 　bka
’
mdzod ） に所 収 され て い る 他 に， ニ ン マ 派 の bKa ’

ma 　shin 　tu　rgyas 　pa （Kah

　thog ）に も所収 され て い る ．本稿で は 『貴 き訓示の 蔵」所収の テ クス トに よ っ て
， 本

　文中に該当箇所 を示 した．

2 ）　『解深 密経』　（Q，no ．774，　ngtt ，　fbls．25b8−27a7； D ，　no ．106，
　ca

，
　fols．24b5−25a4） は 第

一 と

　第二 法輪両方を未了義 と し，第三法輪 を了義 とす る，

3）如 来蔵二 十経は ，
た とえば

，
Tshe　dbang　nor 　bu （1698−1755）の bKa

’
tha　ma 　don　dam

rnam 　pa ・　ng ・・　P ・　nges 　d・n　snyingP ・　
’
i　md ・　

’
i　dkO・　chag 　bsam　

’

phel　n・ぬ ゆ 加 εη9 ゐ4 （ln翫

　dbang　nor 　bu　
’i　gsung

’bum
，
　vol ．5

，
　fols，1− 3，　pp．511−516，　Dalhousie，　H ．P．： Damchoe 　Sangpo，

　1977）に列挙 され て い る ．

4 ） コ ン トゥ ル 『手引 き』 （fol．6b2−3）；『大般涅槃経』 （Q ，
　n 。．787，ル ，

　fol．　35b5−7；D
，
　no．

　199
，
nya

，
　fol．34a2−4）．

5 ）こ の 語 と対 となる 「自然本性種姓 」（ρrakrtisthagotra
，
　rang 　bzhin　gnas　rigs ）は

一
切衆

　生が 如 来蔵 を有 す る理 由 と して 言及 され て い る （fols．5b5−6al）．

6 ） コ ン トゥ ル 『手引 き』 （tbl，9a5−7）； Vimalaρrabha （Q ，
　no ．　2064，

　ka
，
　fbl．5a8−b1；D

，
　no ．

　1347
，
tha

，
　fol．110a6−7）．　 Cf．『六 支瑜伽』 （Q，　no ．2102，　nga ，　fol．322b2−5； D

，
　no ．1387，　pa，

　fbl．285a5−6）．

7 ）コ ン トゥ ル 『手引 き』 （fol．9b2）；『時輪 タ ン トラ』 （Q，　no ．4，　ka，　foL　l25a2−3； D ，　no ．

　362，fol．113a2−3）．

8 ） コ ン トゥ ル 『手引 き』 （fol．10a5−6）： 『解深密経』 （Q，　no ．774，　ngu ，
　tb1．27b4−7； D

，
　n 。．

　10b，
　ca

，
　fol．25b1−4）．

9） コ ン ト ゥ ル 『手引 き』 （fol，10b3−4）；「央掘魔羅経』 （Q，　no ．　879，　tsu，
　fol．164al−3；D

，

　 no ．213，　tsha，　fel．156b3− 5）．

10） コ ン トゥ ル 『手引 き』 （fol，10b6−7）； 『大般涅槃経』 （Q ，
　no ，787

，ju，
　fbl．92a2−4；D

，
　no ．

　199，nya ，　fbl．89b2−3）．

11＞　力囗納 2010： 14，n ．3．

〈略号＞

D 西蔵大蔵経 デ ル ゲ版
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コ ン ト ゥ ル の 『大 中観他空説手引』 に つ い て （槇　殿） （75）
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